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2. アプリケーション開発環境のコンテナ型システム導入例 

プライベートな Git サーバ、Redmine サーバ、Ubuntu のリモートデスクトップ環境、Unity 開発環境の導入例

を説明します。 

2.1  バージョン管理システム Git 

Git(ギット)は、ソースコードの管理を行う分散型バージョン管理システムで、変更履歴を記録・追跡するこ

とができます。導入は公開レジストリから行えます。 
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2.2  プロジェクト管理システム Redmine 

Redmine(レッドマイン)は、プロジェクトの運営を支援するためのさまざまな機能を備えている Web ベースの

プロジェクト管理システムです。導入は公開レジストリから行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図の Redmine のシステムは、Redmine 本体と Postgres データベースのコンテナで構成されています。  
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4. 機械学習環境のコンテナ型システム導入例 

4.1  データサイエンス学習の動作環境 Jupyter Notebook (R、Python カーネル) 

 下図は、R言語で Caret パッケージを使った機械学習のテスト画面です。計算量が膨大になるため、計算を CPU

の 16 コアに並列化して計算速度を上げています。なお、Jupyter Notebook は対話形式の開発環境です。 

テスト環境の Jupyter Notebook 用 R、Python カーネルの導入は公開レジストリから行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コース受講者が、コースの掲示をもとに学習時、Moodle サイト内の補助資料や外部サイトへの参照リンクが設

定されています。その参照リンクをもとに学習の理解を深めることができます。 

 

 

 

 

下図は、上記の機械学習で、CentOS 上の CPU16 コアすべてが 100%に近い負荷で動作している状態です。 
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4.2  機械学習の動作環境 Jupyter Notebook (C#カーネル) 

 下図は、Jupyter Notebook の C#カーネルで、対話形式に線形回帰の設定を行っている画面です。 

テスト環境の C#カーネルの導入は公開レジストリから行えます。 
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下図は、上記の線形回帰のテスト結果です。 

Jupyter Notebook では、Web ブラウザから対話形式で各種のグラフや図形を美しく可視化し表示できます。 
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5. 参考資料 

5.1  Web サイト 

・https://www.docker.com/ …… Docker 公式サイト(ブラウザで日本語訳も可) 

・https://docs.docker.jp/ …… Docker ドキュメント日本語化プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


